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品　　名 品　　番

分岐配管セット
APR-P160B
APR-P680B
SGP-PCH1400K

ヘッダー配管セット
SGP-HCH280M
SGP-HCH280K
SGP-HCH560K

外付電動弁キット
ATK-SVRK36B
ATK-SVRK56BN
ATK-SVRK160B

ガス管弁キット ATK-RX160A

排気延長キット SGP-PEX560K

遠隔監視アダプター取付金具 CZ-CAPMB

高調波抑制フィルター

（U-GSH850U1DR）

本体 CZ-AF4

本体　耐重塩害 CZ-AF4J

自立金具 CZ-AFX4AJ

取付金具 CZ-AFX4GJ

1. 別売部品一覧（室外ユニット）
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（1）分岐配管セット

接続容量合計
最大配管長 16kW以下 16.1 ～ 35.5kW 35.6kW以上

90m以下 APR-P160B APR-P680B
90m超 APR-P160B APR-P680B SGP-PCH1400K

1）APR-P160B

2）APR-P680B
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3）SGP-PCH1400K

2. 冷媒関連部品
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（2）ヘッダー配管セット

分岐後に接続さ
れる室内ユニッ
トのトータル容量

（kW）

標準的な接続条件の場合
90m（相当長）<L1、

または室外ユニットに対する室内ユニットの
容量比率が130%を超える場合

SGP-
HCH280M
※2

SGP-
HCH280K

SGP-
HCH560K

SGP-
HCH280M
※2

SGP-
HCH280K

SGP-
HCH560K

～ 16.0 ○※1 ― ― ○※1 ― ―
16.1 ～ 28.0 ○ ○ ― ○ ○ ―
28.1 ～ 45.0 ― ○ ― ― ― ○
45.1 ～ ― ― ○ ― ― ○

※1現地にて、レデューサーの別途手配が必要です。
※2 受注対応品

●各部接続寸法（配管の内径を示す。）（mm）

位置 A部 B部 C部 D部 E部 F部 G部 H部 I部 J部

寸法 φ38.1 φ31.75 φ28.58 φ25.4 φ22.22 φ19.05 φ15.88 φ12.7 φ9.52 φ6.35

使用箇所 個数
部品1 ガス側ヘッダー配管 1
部品2 液側ヘッダー配管 1
部品3 部品1の断熱材 1
部品4 部品2の断熱材 1
部品5 レデューサー（HCH560Kに付属） 1
部品6 レデューサー（HCH560Kに付属） 1
部品7 レデューサー（HCH280Kに付属） 1
部品8 レデューサー（HCH280Kに付属） 1
部品9 レデューサー（HCH560Kに付属） 1
部品10 レデューサー（HCH280Mに付属） 1
部品11 レデューサー（HCH280Mに付属） 1
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①SGP-HCH280M

●ガス管サイズがφ22.22の場合、部品1の（D）部に部品10をろう付してください。
●ガス管サイズがφ19.05の場合、部品1の（D）部に部品10をろう付してください。
●液管サイズがφ9.52の場合、部品2の（H）部に部品11をろう付してください。
●室内ユニットのトータル容量より選定された現地配管サイズに合わせたサイズ位置でパイプカッターで切断し
てください。（先端サイズと同一の場合は切断する必要はありません。）
●切断はウチダボ部よりできるだけ長く離れた所で行ってください。
●断熱材付属
●1個あたり相当長0.5m

②SGP-HCH280K

●ガス管サイズがφ22.22の場合、部品1の（D）部に部品8をろう付してください。
●ガス管サイズがφ28.58の場合、部品1の（D）部に部品7をろう付してください。
●室内ユニットのトータル容量より選定された現地配管サイズに合わせたサイズ位置でパイプカッターで切断し
てください。（先端サイズと同一の場合は切断する必要はありません。）
●切断はウチダボ部よりできるだけ長く離れた所で行ってください。
●断熱材付属
●1個あたり相当長0.5m

③SGP-HCH560K

●ガス管サイズがφ28.58の場合、部品1のB部に部品6をろう付してください。
●ガス管サイズがφ38.1の場合、部品1のB部に部品5をろう付してください。
●液管サイズがφ15.88の場合、部品2のF部に部品9をろう付してください。
●室内ユニットのトータル容量より選定された現地配管サイズに合わせたサイズ位置でパイプカッターで切断し
てください。（先端サイズと同一の場合は切断する必要はありません。）
●切断はウチダボ部よりできるだけ長く離れた所で行ってください。
●断熱材付属
●1個あたり相当長1.0m

白色
（耐熱用） 2断熱テ－プ5

14 取付説明書

大：2
小：4

個　数

2

クランパー
（大：350mm、小：200mm）

3

形　　　　状

2

1

配　管　断　熱　材

取り扱いを誤った場合に、使用者が傷害を負う危険が想定される
場合および物的損害のみの発生が想定される場合

注意

取り扱いを誤った場合に、使用者が死亡または重傷を負う可能性が
想定される場合

警告

本文中に示した注意事項は、「　　警告」・「　　注意」に区分して
いますが、いずれも安全に関する重要な内容を記載していますので、
必ず守ってください。表示と意味は次のようになっています。

内容を確認してください。下表に示す部品が同梱されています。

外　付　電　動　弁
（延長ケーブル8m付属）

名　　　　称

1

ご　確　認　事　項

2. 冷媒関連部品
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白色
（耐熱用） 2断熱テ－プ5

14 取付説明書

大：2
小：4

個　数

2

クランパー
（大：350mm、小：200mm）

3

形　　　　状

2

1

配　管　断　熱　材

取り扱いを誤った場合に、使用者が傷害を負う危険が想定される
場合および物的損害のみの発生が想定される場合

注意

取り扱いを誤った場合に、使用者が死亡または重傷を負う可能性が
想定される場合

警告

本文中に示した注意事項は、「　　警告」・「　　注意」に区分して
いますが、いずれも安全に関する重要な内容を記載していますので、
必ず守ってください。表示と意味は次のようになっています。

内容を確認してください。下表に示す部品が同梱されています。

外　付　電　動　弁
（延長ケーブル8m付属）

名　　　　称

1

ご　確　認　事　項

（3）外付電動弁キット

1）ATK-SVRK36B

適用:ガスヒートポンプエアコン室内ユニット/一方向天井カセット形　電動弁外付けタイプ

/一方向天井カセットスリム形
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室内側 室外側

図1. 外形寸法図

取　付　手　順

(2
05

)

(275)

(7
0)

360

※接続口径 φ9.52

接続部※延長ケーブル（8ｍ）

接続部※

●本体は液管に取り付けます。図1を参照し、取付位置を決定してください。
外付電動弁からは冷媒音が発生することがあります。室内ユニットからの距離は、
5ｍ以上8ｍ以内を目安としてください。（静音を要求される場所からは遠ざけて設
置してください。）
この距離がとれない場合には、天井裏等しゃ音の可能な場所への設置をお願いします。
また、機能部品ですので、点検や交換が必要になる場合があります。この点も考慮
して取付位置を決定してください。（点検口の付近等）

●本製品は屋内専用です。屋外には設置しないでください。

1. 取付位置の決定

図2

B＝0～0.5 B＝1.0～1.5

フレア加工の銅管出し代：B（mm）

Ｒ410Ａ専用
ツール使用時 従来ツール使用時

リジッド（クラッチ式）の場合
Ｒ410Ａ

（注）

2. 液管の切断およびフレア加工
取付位置決定後、パイプカッターで液管を切断し、接続部をフレア加工してください。
（フレア加工は下記内容に注意して行なってください。）

●配管切断後は、必ずバリ取りを行ない、正しい端面に仕上げてください。
●加工時に、配管をつぶさないよう注意してください。
●配管の内部に、ゴミや水分等の異物が入らないよう注意してください。
●フレアナットは本体付属のものを使用してください。
●Ｒ410Ａ用のフレア加工寸法は、従来のＲ407Ｃ、Ｒ22用とは異なります。
Ｒ410Ａ用に新規に製作されたフレアツールをおすすめしますが、従来のツールでも
下表にしたがって銅管の出し代を調整すれば、使用できます。

B

2. 冷媒関連部品
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図2

B＝0～0.5 B＝1.0～1.5

フレア加工の銅管出し代：B（mm）

Ｒ410Ａ専用
ツール使用時 従来ツール使用時

リジッド（クラッチ式）の場合
Ｒ410Ａ

（注）

2. 液管の切断およびフレア加工
取付位置決定後、パイプカッターで液管を切断し、接続部をフレア加工してください。
（フレア加工は下記内容に注意して行なってください。）

●配管切断後は、必ずバリ取りを行ない、正しい端面に仕上げてください。
●加工時に、配管をつぶさないよう注意してください。
●配管の内部に、ゴミや水分等の異物が入らないよう注意してください。
●フレアナットは本体付属のものを使用してください。
●Ｒ410Ａ用のフレア加工寸法は、従来のＲ407Ｃ、Ｒ22用とは異なります。
Ｒ410Ａ用に新規に製作されたフレアツールをおすすめしますが、従来のツールでも
下表にしたがって銅管の出し代を調整すれば、使用できます。

B
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EXTERNAL ELECTRONIC EXPANSION VALVE KIT

UP
上

SOURCE

DC　12V定格電圧：

製造番号：
SERIAL NO.

MUST BE INSTALLED AS ARROWS.

室内側 室外側

INDOOR
SIDE

OUTDOOR
SIDE

取付方向は矢印に従うこと

外付電動弁キット

本体貼付ラベル図3

配管への接続時、本体の向きに注意してください。ラベル内の　　マークが必ず上を向く様
に設置してください。取付角度は鉛直線に対して±10度以内としてください。
また、フレア部の接続についても、ラベル内の矢印表示に従い、室内側・室外側の方向を確
認してから接続してください。（配線引出し側が室内側となります。）（図3参照）

3. 外付電動弁の配管への接続
上
UP

10°以内10°以内

10°以内10°以内

34～42N・m
（340～420kgf・cm）φ9.52（3/8''）

締め付けトルクパイプ径

注意
配管接続部のフレアナットをはずす時および配管接続後にフレアナットを締め付ける時は、
必ずダブルスパナで行い、締め付けは適正トルクで行なってください。フレア部等のゆる
み・破損が発生した場合に、冷媒漏れによる酸欠事故の原因になることがあります。

※この外付電動弁は「全開」で出荷しています。

●フレアナットの締め付けについて

断熱テ－プ断熱テ－プ

※付属の断熱材にて断熱処理してください。 室外側室内側
図4

図5

漏れ検査が終了したら、図4のように付属の断熱材で配管接続部の断熱処理を施してください。
4. 配管の断熱

配管断熱材と本体の断熱材の
スキマを開けないように

配管断熱材 配管断熱材

クランパー（小） クランパー（小）

※配管等を変形させることのないよう、
クランパーはあまり強く締めすぎない
ようにしてください。

外付電動弁は、配管への接続終了後、付属のクランパーを使用してガス管へ抱かせるように
固定してください。（図5参照）

5. 配管接続後の固定

クランパー（大）

クランパー（大）

液管

ガス管

2. 冷媒関連部品
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断熱テ－プ断熱テ－プ

※付属の断熱材にて断熱処理してください。 室外側室内側
図4

図5

漏れ検査が終了したら、図4のように付属の断熱材で配管接続部の断熱処理を施してください。
4. 配管の断熱

配管断熱材と本体の断熱材の
スキマを開けないように

配管断熱材 配管断熱材

クランパー（小） クランパー（小）

※配管等を変形させることのないよう、
クランパーはあまり強く締めすぎない
ようにしてください。

外付電動弁は、配管への接続終了後、付属のクランパーを使用してガス管へ抱かせるように
固定してください。（図5参照）

5. 配管接続後の固定

クランパー（大）

クランパー（大）

液管

ガス管
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室内コントロール基板

室内ユニット

PMVコネクタ（6P 白）

図6
中継コネクタ（6P 白）

配　線　手　順

1　作業前に、必ず室内ユニットの電源を切ってください。
2　室内ユニットの電装ボックスを開けてください。
3　外付電動弁のコネクタを室内コントロール基板のPMVコネクタ（6P 白）に接続してく
　　ださい。
4　配線処理をして、電装ボックスを閉じてください。

注）配線を引っ張らないようにしてください。
　　基板のコネクタ部を破損する原因になります。
　　同様に電磁弁側も引っ張らないでください。

白色
（耐熱用） 2断熱テ－プ6

15 取付説明書

大：2
小：4

個　数

2

4

クランパー
（大：350mm、小：200mm）

3

形　　　　状

コネクタ変換ケーブル
（延長ケーブル8m付属に接続済み）

2

1

配　管　断　熱　材

内容を確認してください。下表に示す部品が同梱されています。

外　付　電　動　弁
（延長ケーブル8m付属）

名　　　　称

1

1

ご　確　認　事　項

警告 「死亡や重傷を負うおそれがある内容」です。

人への危害、財産の損害を防止するため、必ずお守りいただくことを説明しています。
■ 誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を区分して説明しています。

注意 「軽傷を負うことや、財産の損害が発生するおそれがある内容」です。

2. 冷媒関連部品
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2）ATK-SVRK56BN

適用:ガスヒートポンプエアコン室内ユニット/壁掛形

白色
（耐熱用） 2断熱テ－プ6

15 取付説明書

大：2
小：4

個　数

2

4

クランパー
（大：350mm、小：200mm）

3

形　　　　状

コネクタ変換ケーブル
（延長ケーブル8m付属に接続済み）

2

1

配　管　断　熱　材

内容を確認してください。下表に示す部品が同梱されています。

外　付　電　動　弁
（延長ケーブル8m付属）

名　　　　称

1

1

ご　確　認　事　項

警告 「死亡や重傷を負うおそれがある内容」です。

人への危害、財産の損害を防止するため、必ずお守りいただくことを説明しています。
■ 誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を区分して説明しています。

注意 「軽傷を負うことや、財産の損害が発生するおそれがある内容」です。
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室内側 室外側

図1. 外形寸法図

取　付　手　順

(2
05

)

(275)

(7
0)

360

※接続口径 φ9.52

接続部※延長ケーブル（8ｍ）

接続部※

●本体は液管に取り付けます。図1を参照し、取付位置を決定してください。
外付電動弁からは冷媒音が発生することがあります。室内ユニットからの距離は、
5ｍ以上8ｍ以内を目安としてください。（静音を要求される場所からは遠ざけて設
置してください。）
この距離がとれない場合には、天井裏等しゃ音の可能な場所への設置をお願いします。
また、機能部品ですので、点検や交換が必要になる場合があります。この点も考慮
して取付位置を決定してください。（点検口の付近等）

●本製品は屋内専用です。屋外には設置しないでください。

1. 取付位置の決定

図2

B＝0～0.5 B＝1.0～1.5

フレア加工の銅管出し代：B（mm）

Ｒ410Ａ専用
ツール使用時 従来ツール使用時

リジッド（クラッチ式）の場合
Ｒ410Ａ

（注）

2. 液管の切断およびフレア加工
取付位置決定後、パイプカッターで液管を切断し、接続部をフレア加工してください。
（フレア加工は下記内容に注意して行なってください。）

●配管切断後は、必ずバリ取りを行ない、正しい端面に仕上げてください。
●加工時に、配管をつぶさないよう注意してください。
●配管の内部に、ゴミや水分等の異物が入らないよう注意してください。
●フレアナットは本体付属のものを使用してください。
●Ｒ410Ａ用のフレア加工寸法は、従来のＲ407Ｃ、Ｒ22用とは異なります。
Ｒ410Ａ用に新規に製作されたフレアツールをおすすめしますが、従来のツールでも
下表にしたがって銅管の出し代を調整すれば、使用できます。

B

2. 冷媒関連部品
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図2

B＝0～0.5 B＝1.0～1.5

フレア加工の銅管出し代：B（mm）

Ｒ410Ａ専用
ツール使用時 従来ツール使用時

リジッド（クラッチ式）の場合
Ｒ410Ａ

（注）

2. 液管の切断およびフレア加工
取付位置決定後、パイプカッターで液管を切断し、接続部をフレア加工してください。
（フレア加工は下記内容に注意して行なってください。）

●配管切断後は、必ずバリ取りを行ない、正しい端面に仕上げてください。
●加工時に、配管をつぶさないよう注意してください。
●配管の内部に、ゴミや水分等の異物が入らないよう注意してください。
●フレアナットは本体付属のものを使用してください。
●Ｒ410Ａ用のフレア加工寸法は、従来のＲ407Ｃ、Ｒ22用とは異なります。
Ｒ410Ａ用に新規に製作されたフレアツールをおすすめしますが、従来のツールでも
下表にしたがって銅管の出し代を調整すれば、使用できます。

B

F-15

2. 冷媒関連部品 別売部品編



EXTERNAL ELECTRONIC EXPANSION VALVE KIT

UP
上

SOURCE

DC　12V定格電圧：

製造番号：
SERIAL NO.

MUST BE INSTALLED AS ARROWS.

室内側 室外側

INDOOR
SIDE

OUTDOOR
SIDE

取付方向は矢印に従うこと

外付電動弁キット

本体貼付ラベル図3

配管への接続時、本体の向きに注意してください。ラベル内の　　マークが必ず上を向く様
に設置してください。取付角度は鉛直線に対して±10度以内としてください。
また、フレア部の接続についても、ラベル内の矢印表示に従い、室内側・室外側の方向を確
認してから接続してください。（配線引出し側が室内側となります。）（図3参照）

3. 外付電動弁の配管への接続
上
UP

10°以内10°以内

10°以内10°以内

34～42N・m
（340～420kgf・cm）φ9.52（3/8''）

締め付けトルクパイプ径

注意
配管接続部のフレアナットをはずす時および配管接続後にフレアナットを締め付ける時は、
必ずダブルスパナで行い、締め付けは適正トルクで行なってください。フレア部等のゆる
み・破損が発生した場合に、冷媒漏れによる酸欠事故の原因になることがあります。

※この外付電動弁は「全開」で出荷しています。

●フレアナットの締め付けについて

断熱テ－プ断熱テ－プ

※付属の断熱材にて断熱処理してください。 室外側室内側
図4

図5

漏れ検査が終了したら、図4のように付属の断熱材で配管接続部の断熱処理を施してください。
4. 配管の断熱

配管断熱材と本体の断熱材の
スキマを開けないように

配管断熱材 配管断熱材

クランパー（小） クランパー（小）

※配管等を変形させることのないよう、
クランパーはあまり強く締めすぎない
ようにしてください。

外付電動弁は、配管への接続終了後、付属のクランパーを使用してガス管へ抱かせるように
固定してください。（図5参照）

5. 配管接続後の固定

クランパー（大）

クランパー（大）

液管

ガス管

2. 冷媒関連部品
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断熱テ－プ断熱テ－プ

※付属の断熱材にて断熱処理してください。 室外側室内側
図4

図5

漏れ検査が終了したら、図4のように付属の断熱材で配管接続部の断熱処理を施してください。
4. 配管の断熱

配管断熱材と本体の断熱材の
スキマを開けないように

配管断熱材 配管断熱材

クランパー（小） クランパー（小）

※配管等を変形させることのないよう、
クランパーはあまり強く締めすぎない
ようにしてください。

外付電動弁は、配管への接続終了後、付属のクランパーを使用してガス管へ抱かせるように
固定してください。（図5参照）

5. 配管接続後の固定

クランパー（大）

クランパー（大）

液管

ガス管
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室内コントロール基板

室内ユニット

PMVコネクタ（5P 白）

図6

コネクタ変換ケーブル

配　線　手　順
通電前の室内ユニットの場合

室内ユニット内蔵の電動弁は、全開で出荷されています。
1　作業前に、室内ユニットの電源が切れていることを確認してください。
2　室内ユニットの電装ボックスを開け、室内コントロール基板から内蔵の電動弁のコネク

タを外してください。
3　外付電動弁のコネクタ（コネクタ変換ケーブル接続済み）を室内コントロール基板の

PMVコネクタ（5P 白）に接続してください。
4　配線処理をして、電装ボックスを閉じてください。

通電後の室内ユニットの場合
室内ユニットに通電すると、内蔵の電動弁が全閉になります。そのため、配線処理
をする前に内蔵の電動弁を全開にする作業が必要となります。
1　GHP室外コントロール基板にて室内ユニットを一括停止させ、弁開操作により

室内ユニット内蔵の電動弁を全開にします。
《注》GHP室外コントロール基板の操作方法は、機種によって異なりますので、

各機種のサービスマニュアルを参照してください。
2　内蔵の電動弁を全開にした状態で、室内ユニットの電源を切ってください。
3　室内ユニットの電装ボックスを開け、室内コントロール基板から内蔵の電動弁

のコネクタを外してください。
4　外付電動弁のコネクタ（コネクタ変換ケーブル接続済み）を室内コントロール基

板のPMVコネクタ（5P 白）に接続してください。
5　配線処理をして、電装ボックスを閉じてください。

2. 冷媒関連部品
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3)ATK-SVRK160B

ATK-SVRK160B
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（4）ガス管弁キット（ATK-RX160A）

GHP室内外ユニットの組み合わせが、ガス管弁キット（+基板ACC-3WAY-B1）を使用することにより拡大します。

2. 冷媒関連部品
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①ガス管弁キット要否一覧表

適用機種※1

室外機1台に接続した場合
室内機
1台接続

室内機複数台接続
グループ制御 個別制御

天井埋込形（224・280形）
床置ダクト形（224・280形）
壁ビルトイン形（140・224・280形）
クリーンエアコン（45・56・71形）

× ○※2 ◎※3

◎：必須
○：必要だが例外あり
×：不要上記以外の標準室内機（22〜 280形） ×

室内ユニットで暖房サーモOFF時に冷風防止制御（室内風速LL風）のない機種をマルチ設置等する場合そのサー
モOFFしている室内ユニットに冷媒が溜まり込む不具合を防ぐため、このガス管弁キットが必要となります。
注）1.ガス管弁キット2台並列使用時、別売の分岐配管セットを2セットご使用ください。
2.ガス管弁キットの室内ユニット内への取付けは不可です。（外付けとなります）
3.ガス管弁キットの取付けは、必ず上面を上にして取付けてください。
4.ガス管弁キットの取付けは、各別売品に同梱している「据付工事担当のかたへ」をご参照ください。

（＊1）

分岐後配管容量（kW） 分岐配管品番
35.6以上 SGP-PCH1400K
16.1 ～ 35.5 APR-P680B
16.0以下 APR-P160B

※224形で使用する場合は分岐後容量に関係なくすべてP160Bとなります。

②配線方法

ガス管弁キットのコネクタ（6P黄）付配線を、室内電装BOX内の電磁弁出力基板（CR-SV80B）から出ているコネ
クタ（6P黄）付配線と接続します。
※1：壁ビルトイン（140形）とクリーンエアコン（45・56・71形）は、電磁弁出力基板（CR-SV80B）のSV2（赤）

にコネクタ（6P黄）付配線はありません。

※1.224・280形室内機はATK-RX160Aを2台並列に接続してください。
※2.「全室内機グループ制御でリモコンサーモ使用、かつブースターファンなどの別装置で…

外気導入を行っていない」場合、ガス管弁キットは不要です。
※3.クリーンエアコンは、3WAYマルチへ接続される場合は不要です。（電磁弁キットを使用します。）
※室内機が冷房専用の場合、ガス管弁キットは不要です。

②配線方法

別売品

1 1 1

ガス管弁キット

3 2 2
ＣＮ００５

SV１ ９P(赤)ＤＣ12Ｖ 5 3 3
ＣＮ８１
３WAY 7 4 4

1 1 9 5 5

EP弁 2 2 6 6

バランス弁 3 3 ＣＮ００１
３WAY
６Ｐ(白)

６Ｐ(黄)
別売品吸込弁 4 4 ※１

吐出弁 5 5 1 1 1

ガス管弁キット

５P(黒) 6 3 2 2
ＣＮ００６

SV２ ９P(赤) 5 3 3

7 4 4

9 5 5

6 6

室内コントロール基板 電磁弁出力基板
（CR-SV80B）

６Ｐ(黄)
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③機能設定の変更
・�システム内にガス管弁キットを接続している室内ユニットがある場合は、室内ユニットと接続されている室外ユ
ニットの室外メイン基板からその室内ユニットの機能設定を変更します。
・設定変更は、アドレス設定を終了した後に行います。
1）�HOME（SW4）キーを1秒以上押すとメニュー項目番号が表示
されます。『  』

2）�次にUP（SW5）・DOWN（SW6）キーを押すとメニュー項目
番号が表示されます。『  』にします。

3）�『  』の表示後、室内ユニット設定表示『・』
になります。室内ユニット設定表示の状態で、SET（SW7）キー
を押すと図1の様な表示に切り替わります。（緑LED点灯）
※ �図1の場合、室内ユニット1号機・データコード1になりま
す。

この状態でDOWN（SW6）・UP（SW5）キーを操作すると、設定項目を選択することができます。

データコード データ名 初期値 備考

↑DOWN

↓UP

1 ガス管弁有無 0 0=無し　1=有り
2 優先順位 0 0=最下位　1=1…4=最上位
3 ドレンポンプ間欠制御 0 0=無し　1=四方弁冷房側中に間欠
4 ドレンポンプ連続制御 0 0=無し　1=四方弁冷房側中に連続
・
・
・
8 加湿器設定 0 0=無し　1=暖房結露防止制御有り
L 冷房吹き出し温度設定 0 0=機種別　-35=-35…92=92
N 暖房吹き出し温度設定 0 0=機種別　-35=-35…92=92
・
・

4）�室内ユニット設定項目選択操作状態でセット（SW7）キーを
1秒以上押すと、LED赤（LED52）点灯）が行われます。この
状態で、DOWN（SW6）・UP（SW5）キーを操作することで、
選択されている設定項目の設定内容を変更することができま
す。

※ガス管弁キットへの設定変更
データコード『1』（ガス管弁有無）を選択し、設定値を『1』（有
り）にしてください。（図2）

5）�変更した値を不揮発性メモリにしまいたい場合は、SET（SW7）キーを1秒以上押します。LED赤（LED52）消
灯され、室内ユニット設定項目選択操作に戻ります。変更した値を破棄したい場合は、LED赤（LED52）点灯中
にホーム（SW4）キーを1秒以上押します。（室内ユニット設定項目選択操作中にHOME（SW4）キーを1秒以
上押した場合、設定した内容は破棄しません。）

図1  室内ユニット設定表示

室内ユニットのアドレス
データコード 設定値

HOME

SW4

UP

SW5

DOWN SET

SW7SW6
LED52
LED53

図2  ガス管弁キットを設定する場合

HOME

SW4

UP

SW5

DOWN SET

SW7SW6
LED52
LED53



④据付工事
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（1）排気延長キット（SGP-PEX560K）

■外形寸法図

■排気延長キットの据付
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（2）遠隔監視アダプター取付金具（CZ-CAPMB）

3. 室外ユニット関連部品
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5-3-18-1

5. 別売部品編5-3　室外ユニット関連部品／高調波抑制フィルター

高調波抑制フィルター ( 汎用 ) 本体、高調波抑制フィルター ( 汎用 ) 取付金具
■ 外形寸法図 (CZ-AF4, CZ-AF4J)

高
調
波
抑
制
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ル
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ー
(汎
用
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仕
様

※
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用
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能
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す
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※

S技-183_Sec5.indb   1 2024/04/26   14:02:29
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5-3-18-1

5. 別売部品編5-3　室外ユニット関連部品／高調波抑制フィルター

高調波抑制フィルター ( 汎用 ) 本体、高調波抑制フィルター ( 汎用 ) 取付金具
■ 外形寸法図 (CZ-AF4, CZ-AF4J)
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S技-183_Sec5.indb   1 2024/04/26   14:02:29

（3）高調波抑制フィルター

1）本体：CZ-AF4 / 本体　耐重塩害：CZ-AF4J/ 自立金具：CZ-AFX4AJ
■外形寸法図（CZ-AF4, CZ-AF4J）
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5-3-18-2

5. 別売部品編5-3　室外ユニット関連部品／高調波抑制フィルター

■ 外形寸法図 (CZ-AFX4AJ)高調波抑制フィルター汎用自立金具／CZ-AFX4AJ…別売品
●外形寸法図
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■外形寸法図（CZ-AFX4AJ）
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5-3-18-4

5. 別売部品編5-3　室外ユニット関連部品／高調波抑制フィルター

■ 部品取付図 (CZ-AFX4AJ)

S技-183_Sec5.indb   4 2024/04/26   14:02:30

■部品取付図（CZ-AFX4AJ）
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据付工事説明書　高調波抑制フィルター　汎用

品番
　CZ-AF4（標準仕様）
　CZ-AF4J（重塩害仕様）

取り付け工事の前に室外ユニットに同梱されている｢据付工事説明書｣と、この据付工事説明書をよくお読みの
うえ取り付けてください。特に｢安全上のご注意｣は、施工前に必ずお読みください。

この据付工事説明書は必ず最終使用
の保守担当者のお手元に届くよう
ご配慮お願いします。

■据付工事説明書（CZ-AF4A, CZ-AF4J）

3. 室外ユニット関連部品
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「死亡や重傷を負うおそれがある
内容」です。

してはいけない内容（禁止事項）です。
実行しなければならない内容（強制事項）
です。

人への危害、財産の損害を防止するため、必ずお守りいただくことを説明しています。

■誤った使いかたをしたときに生じる危害や損害の程度を区分して、説明しています。

■お守りいただく内容を次の図記号で説明しています。

■製品の上に乗ったり物を載せたりしない。（転落、落下など事故の原因）
■電源配線をバンドなどで束ねて収納しない。（発火、火災の原因）
■配線は途中接続しない。
（接触不良や絶縁不良、許容電流オーバーなどにより、感電や火災の原因）
■製品の改造は絶対にしない。
（修理はお買い上げの販売店にご相談ください。故障や感電、火災の原因）

■据付工事は、お買い上げの販売店または、専門業者に依頼し、工事には必ず指定の部品を使って確実
に行う。（ユニットの落下や水漏れ、感電や火災の原因）

■電気部品に触れる前に電源を遮断する。
■配線は所定のケーブルを使用して確実に接続し、端子接続部にケーブルの外力が伝わらないように
確実に固定する。（故障や発熱、火災の原因）

■漏電しゃ断器（全極開閉機能付、高調波対応品）を取り付ける。
（故障や漏電時に、発熱、火災などの原因）
■付属品および別売品は当社指定部品を使用する。
（指定部品を使用しないと、ユニットの落下、水漏れ、感電、火災などの原因）
■電気工事（アース工事を含む）は、電気工事士の資格のある方が、「電気設備に関する技術基準」、「内
線規程」およびこの「据付工事説明書」に従って施工する。（感電、火災の原因）

■電源は、必ず専用回路を使用する。（感電、火災のおそれ）
■台風などの強風、地震などに備え所定の据付工事を行う。（転倒などにより、けがの原因）
■据え付けは、重量に十分耐えるところに確実に行う。（ユニットの落下による、けがの原因）
■配線をはさまないように、カバーは元どおり確実に取り付ける。（感電、火災の原因）

■アース工事（D種接地工事）を行う。
アース線は、ガス管、水道管、避雷針、電話などのアース線に接続しない。（感電の原因）
アース線は、ベランダの手すりにとらない。（感電の原因）

■室外ユニットの吸込口やアルミフィンにさわらない。（けがの原因）
■可燃性ガスの漏れるおそれのある場所へ設置しない。
（万ーガスが漏れてユニットの周囲にたまると、発火の原因）
■漏れた冷媒が滞留するおそれがある場所に設置しない。
（万一ガスが漏れてユニットの周囲にたまると、発火の原因）

■据付工事説明書に記載されていない方法や、指定部品を使用しない方法で据え付けされたことにより事故や
損傷が生じたときには、当社では責任を負えません。またその据え付けが原因で故障が生じた場合は、製品保
証の対象外となります。

「軽傷を負うことや、財産の損害が
発生するおそれがある内容」です。

安全上のご注意 必ずお守りください
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1-2. 外形図

■ CZ-AFX4AJ（自立金具）組付時
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1-3. 結線図
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制御基板(HK_AF211)

冷却ファン（奥）

RUNﾗﾝﾌﾟ
故障表示用7ｾｸﾞﾒﾝﾄ

アース

ｺﾈｸﾀ CN2

ｺﾈｸﾀ CN4

ｺﾈｸﾀ CN1

ｺﾈｸﾀ CN1

電源端子板 

CHARGEランプ LED1 

1-4. 部品配置図

FO5

F1

中板

FO6

アース

FL基板(HK_FL211)

FO1

FO2

ACCT（奥）

3. 室外ユニット関連部品
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●基礎はコンクリート等で作り､水はけを良くしてくだ
さい｡

●高調波抑制フィルターはアンカーボルト（M8 4か所
現地調達）で必ず固定してください。また、上部から固
定用ワッシャー（現地調達）を使用してください。

●コンクリートブロックを使用する際には、強風などでコ
ンクリートブロックが動かないように固定してください。

●屋上など、周りに防風物がなく台風などの強風が当た
る可能性がある場所に設置する場合には、転倒防止ワ
イヤー（現地調達）などで固定してください。

●設置寸法は、室外ユニットの熱交換器を塞がないよう
に室外ユニットから200mm以上離してください。

●メンテナンススペースとして、前面側は700mm以上確
保してください。

■ユニットの設置

●付属のネジ（8×20）を仮締めし、自立金具（A）が
水平になるよう調整します。調整後、指定のトルク値
で本締めします。

※取り付け方向に注意してください。

●高調波抑制フィルター本体底面のネジM5
（4個）をはずし、そのネジで本体に自立金
具を取り付けます。

※取り付け時は、レンチやプラスドライバー
（全長300mm以下）などをご使用ください。

●風通しのよい水平な場所に設置してください。

●吸気口、排気口を塞がないでください。また、降雪
地帯では積雪に注意してください。

●右側面、左側面100mmは他の機器および壁面と離
してください。なお、高調波抑制フィルターを併設す
る場合は200mm以上の間隔を離して設置してくだ
さい。

●他の機器の排熱の影響を受けない場所に設置してく
ださい。

■自立金具（CZ-AFX4AJ）の取り付けかた

■自立金具（付属ネジ含）は別売品になります。

2-1. 高調波抑制フィルターを自立する据付方法

締付トルク①

締付トルク②

11.0±1.0N･m

2.9±0.2N･m

転倒防止ワイヤー
固定用ボルト

高調波抑制フィルター
本体（正面側）

自立金具

付属ネジ8個
（8×20）

締付トルク①

アンカーボルト
（M8)

自立金具（B）

本体底面ネジ4個
（M5）

締付トルク②

自立金具（A）

3. 室外ユニット関連部品
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高調波抑制フィルターはインバーターの電流が５Ａ以上になると、自動的に運転を開始し、２Ａ以下になると停止します。 

高調波抑制フィルター運転中は、制御基板上のＲＵＮ（LED3）が点灯します。 

基本的な動作状態は、以下のようになります。 

状態  高調波抑制フィルターの表示 

元電源 ＩＮＶ状態 CHARGEランプ RUNランプ ７セグLED 

異常リトライ中 ＯＮ 運転 ○ ○ 異常 No.表示
(注 2) 

異常 ＯＮ 運転 ○ × 異常 No.表示
(注 2) 

×：消灯 ○：点灯 

(注 1)元電源がＯＦＦしても数分間は消灯しません。 

(注 2)異常内容と番号は下表参照 

ＬＥＤ表示 等因原るれらえ考容内ーラエ

０ ＡＣＣＴコネクターはずれ 制御基板CN4抜け確認 

4. 試運転4. 試運転

停電 ＯＦＦ － × (注1) ×  × 

正常運転中 ＯＮ 停止  ○  ×  ×  

ＯＮ 運転 ○ ○ × 

１ 電源過電圧（250V以上） 電源電圧上昇、制御基板異常等 

２ 電源不足電圧（160V以下） 電源電圧低下、制御基板異常等 

３ 直流母線過電圧（390V以上） 電源･負荷の急変、制御基板異常等 

４ 直流母線過電圧（420V以上） 電源･負荷の急変、制御基板異常等 

５ 直流母線不足電圧（201V以下） 制御基板異常等 

７ ＩＰＭエラー 電源異常、冷却ファン異常、制御基板異常等

８ 起動直後の過電流 電源逆相、欠相、配線異常等 

Ａ 瞬時停電 瞬時停電等 

Ｃ 過電流 電源・負荷の急変、制御基板異常等

Ｆ 周波数（同期エラー）  周波数異常、周波数急変等 

配線接続のゆるみ、極性間違い等がないか今一度確認ください。 
電源端子と、アース端子間を 500V メガーで測って、1ＭΩ以下の場合は運転しないで
ください。 
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装置内を点検するときは、電源を切ってから数分以上待って、ＣＨＡＲＧＥ（LED1）が消灯していることを確

認すると共に、テスター等で主コンデンサーが放電していることを確認してから行ってください。 

異常現象 応対時ＧＮ査調法方査調因原定推示表ＤＥＬ

コネクター抜け・接触 ＣＮ4接続確認 0 
換交板基御制転運再良不板基御制

電源環境不良 電源電圧、瞬停確認 － 
配線はずれ 機器内の配線接続確認 

換交板基制御良不抗抵止防流電入突
換交板基御制転運再
換交板基御制

換交板基御制

転運再

転運再
転運再

良不板基御制

1,2,3,4,5 

制御基板不良

制御基板不良

コネクターはずれ確認冷却ファン不良 

風路閉鎖 冷却ファン風路確認 
駆動回路不良 運転時CN2-1P,3P間電圧なし

7 

換交板基御制
制御基板交換 

転運再他・知検誤
電源環境不良 瞬停発生確認 － Ａ 

換交板基御制良不板基御制

主リアクトル不良 3つの抵抗値比較 
地絡確認 
抵抗値確認

ＦＬ基板交換 

換交ＴＣＣＡ良不ＴＣＣＡ

Ｃ 

換交板基御制転運再

転運再

他・作動誤・知検誤
電源環境不良 電源周波数確認 

定格±5%以内
－

故障表示
あり 

Ｆ

制御基板不良 制御基板交換

電源配線の欠相 配線接続確認 不具合部補修
主回路ヒューズ切れ ヒューズ切れ確認 「主回路ヒューズ切れ」

の項へ
ＦＬ基板ヒューズ切れ ヒューズ切れ確認 「ＦＬ基板ヒューズ切れ」

の項へ

LED 1表示：
なし

制御基板不良・他 再運転

再運転

制御基板交換

地絡 対地間抵抗＞1ＭΩ 不具合部修正

ＦＬ基板不良 ＦＬ基板上Ｃ膨らみ ＦＬ基板交換

主回路 
ヒューズ切れ

制御基板不良 制御基板交換

冷却ファン不良 冷却ファン配線地絡確認 冷却ファン交換ＦＬ基板
ヒューズ切れ

制御基板
ヒューズ切れ

電源回路不良 － ＦＬ基板交換

電源回路不良 － 制御基板交換

上位ブレーカー
遮断

地絡 対地間抵抗＞1ＭΩ 不具合部補修

ネジ緩み 各部締め付け確認 不具合部補修
ＦＬ基板不良 ＦＬ基板上Ｃ膨らみ ＦＬ基板交換

故障表示
なし

騒 音
（ビビリ音）

（F05,F06）

（F1）

（FL基板：
　F01,F02）

（高周波音） 電源インピーダンス 電源電圧波形確認 個別対応（電源）

5. 故障時の対応5. 故障時の対応

不具合部補修 

不具合部補修 

不具合部補修 

不具合部補修 

－ 

6. 廃棄時の注意6. 廃棄時の注意

本装置を廃棄するときは、産業廃棄物として処理してください。 

ACXF60-24695
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2）取付金具：CZ-AFX4GJ
■部品取付図（CZ-AFX4GJ）右側面
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据付工事説明書

● 取り付け工事の前にユニットに同梱されている「据付工事説明書」と、この据付工事説明書をよくお読みの
うえ取り付けてください。特に「安全上のご注意」は、施工前に必ずお読みください。また、この据付工事
説明書はお客様で保管いただくように依頼してください。

● 高調波抑制フィルターは当社製品（CZ-AF4（J））を使用してください。
● メンテナンススペース・配線接続方法はハイブリッド形 GHP の据付説明書を参照してください。

適用ユニット 30馬力一体型ハイブリッド（Uシリーズ）

人への危害、財産の損害を防止するため、必ずお守りいただくことを説明しています。
■ 誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を区分して、説明しています。

「死亡や重傷を負うおそれ
がある内容」です。警告

必ずお守りください

してはいけない内容（禁止事項）です。

■ お守りいただく内容を次の図記号で説明しています。

実行しなければならない内容（強制事項）です。

「軽傷を負うことや、財産の損害が
発生するおそれがある内容」です。注意

安全上のご注意

■ 据付工事説明書に記載されていない方法や、各説明書に記載されていない本体および付属品への追加工、指定の部品を使
用しない方法で据え付けされたことにより事故や損害が生じたときには、当社では責任を負えません。
また、その据え付けが原因で故障が生じた場合は、製品保証の対象外となります。

高調波抑制フィルター取付金具

品番：CZ-AFX4GJ

■ 付属品は当社指定の部品を使用する
（指定の部品を使用しないと、水漏れ、感電、火
災などの原因）

■ 据付・電気工事は、販売店か専門業者に依頼する
（感電・火災等の原因）

■ 据付工事は、ユニットの「据付工事説明書」に従っ
て行う

（感電・火災等の原因）
■ 据え付けは、重量に十分耐えられる所に確実に行う

（ユニットの落下による、けがの原因）
■ 配線は、所定のケーブルを確実に接続し、端子接

続部に、ケーブルの外力が伝わらないように固定
する

（発熱・火災等の原因）
■ 本製品及び高調波抑制フィルターの上には乗らない

■ 据付作業中に冷媒が漏れたときは換気する
（冷媒ガスが溶接バーナー等の火気に触れると有
毒ガスが発生する原因）

■ 据付工事完了後、冷媒ガスが漏れていないことを
確認する

（冷媒ガスが室内に漏れ、ファンヒ－ター、スト－
ブ、コンロなどの火気に触れると有毒ガスが発生
する原因）

■ 電気工事は、電気工事士が下記に従って行う
● 電気設備に関する技術基準
● 内線規程
● 据付工事説明書

（感電・火災の原因）
■ 工事は、ユニットの漏電しゃ断器を切ってから行う

（感電の原因）

必ず守る

禁 止

■ 改造・改修は絶対にしない
（修理はお買い上げの販売店または専門業者にご相談ください。故障や感電、火災の原因）

警告

■据付工事説明書（CZ-AFX4GJ）
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２．取り付け位置

付属品は据付工事に必要なため、工事が完了するまで捨てないでください。１．付属品

● 右側面・左側面に取付が可能です。

高調波抑制
フィルター

高調波抑制
フィルター

ネジ（M6）
（12 個）

ワッシャー（呼び 6）
（16 個）

金具 D
（2 個）

金具 C
（1 個）

金具 B
（1 個）

金具 A
（2 個）

金具 E
（2 個）

注意ラベル
（1 個）

右側面左側面

配管側 配管側

3. 室外ユニット関連部品
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3．取り付け手順
1．コーナーフレームのネジ（M6×4 本）を取り外し、取り外したネジに付属のワッシャーを取り付けて、

金具 A をコーナーフレームと共締めしてください。その際、金具 A の向きに注意してください。※1
2．金具 A の上 2 か所にネジ（M6）及びワッシャーを使って、少し浮かせた状態まで仮締めしてください。

※2

アクティブフィルタ右側面

図 1 図 2

右側面の場合

3．金具 B を高調波抑制フィルター右側面のネジ（M4×2 本）を使って共締めしてください。（図 1）
4．金具 C を高調波抑制フィルター底面のネジ（M5×4 本）を使って共締めしてください。（図 2）

その際、金具 C の取り付け向きに注意してください。※3

コーナーフレーム

金具 A

金具 A

ネジ（M6）・ワッシャー ※2

ネジ（M6）・ワッシャー ※1

ネジ（M6）・ワッシャー ※1

ネジ（M6）・ワッシャー ※1 ネジ（M6）・ワッシャー ※1

前面

上面 金具 B

右側面

ネジ（M4）

＊上面の傾斜が下になっている方向が前面です。

金具 C ※3

高調波抑制フィルター
底面

高調波抑制
フィルター
右側面

ネジ（M5）

ネジ（M5）
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3．取り付け手順（つづき）

ネジ（M6）・
ワッシャー

ネジ（M6）・
ワッシャー

下穴

金具D

金具E 金具E

5．金具Dと3、4で金具を取り付けた高調波抑制フィルターをネジ（M6）及びワッシャーで締めてください。
（図 3）

6．金具 Eをネジ（M6）及びワッシャーで締めてください。（図 4）

7．2で取り付けたネジに金具Bを掛け、ネジ（M6）及びワッシャーで上下 4か所締めます。
下の穴から金具をはめて下にずらすとネジを外さずに金具を固定できます。（図 5）

8．高調波抑制フィルターの上面に注意ラベルを貼ります。
電源盤を操作する際は前蓋のネジ（M5）を 6本外して、前蓋を下にスライドしてください。（図 6）

図3 図4

図5 図6

高調波抑制フィルター左側面 高調波抑制フィルター左側面

ネジ（M6）・
ワッシャー

ネジ（M6）・
ワッシャー

注意ラベル

前蓋

ネジ（M5）

ネジ（M5）
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